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ボル ネオ 島 サ バ 州 の Catopsilia scylla (Linnaeus) に つい て 
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Notes on Catopsilia scylla (Linnaeus) (Lepidoptera: Pieridae) in Sabah, Borneo 
SEIKI HARA, CHIKARA IWASHIGE and TETSUO ITO 


Catopsilia scylla (Linnaeus) は , c の 前 甚 が 純白 色 , RABE, e AAAA RAEL, 表面 前 後 
閉 の 対照 が あざ や か な 美しい シロ チョ ウ で ある . 分 布 は , 南 ビル マ か ら マ レイ 半島 ・ マ レイ 群島 を へ て フィ リピ ン ・ 
オー スト ラリ ア に お よん で いる . Corbet & Pendlebury (1947) に よれ ば , ボル ネオ 鳥 か ら 未知 で あっ た が , 1968 
年 8 月 に 森下 和彦 氏 が サバ 州 Inanam (海岸 線 平野 部 ) で 2 ざ ざ を 採集 され , と の 島 に も 分布 し て いる と と が 明 ら 
か に な っ た (森下 , 1970). 

1972 年 12 月 26 日 73 年 1 月 10 日 , 筆者 ら は 昆虫 調査 団 を 編成 し て ボル ネオ 島 北東 部 の サバ 州 (マレ ー シ ア 領 ) で 
キナ バル カン アオ イ ? の 探索 を 行なっ た が , その 際 多 数 の 本 種 を 目撃 し , 同 地 で は けっ し て 珍し いも の で は な いと 
と を 確認 で きた . 普通 種 な が ら 分 布 上 の 問題 を 含む 種 の よう に 考え られ る の で , と りあ え ず 問題 提起 の 意味 を か ね 
て その 概要 を 報告 し て も く . 

同行 し て 調査 に 協力 下さ っ た 熊井 豆 美雄 , 牛山 文雄 両氏 , 種々 の 教示 を いた だ いた 牧 林 了 功 氏 , 文献 その 他 で 援助 
を いた だ いた 波多 野 和 夫 , 河合 良一 郎 , 坂口 浩平 博士 の 諸氏 。 お よび 本 調査 行 に 有形 無形 の 援助 を いた だ いた 石川 
光一 , 田島 茂 , 新川 勉 諸氏 を は じ め 多 く の 方 々 , さら に と の 発表 に 当たり 重要 な 援助 を 賜 わ っ た 森内 茂 博士 に 深謝 
する . 

本 稿 の 要旨 は , 日 本 鱗 贅 学会 第 20 回 大 会 (1973 年 11 月 1 日, 大 阪 府立 大 学 農学 部 ) で 講演 し た . 








調 査 の 概要 


平地 で は 海岸 に 近い パッ (Papar, 鉄道 沿線 ) の 部 落 内 で 数 頭 見 られ た . 山地 で は ラナ ウ (Ranau)・ ポ リン 
(Poring) (以上 は キナ バル 山腹 ) に 多 産 し , 採集 し た も の の 他 に も 多数 の e ご を 目撃 し た . 両 地 と も 人 家 の 周 辺 に 
多い が , ラナ ウン ポリ ン で は 山間 の 車道 沿い に も 多かっ た . 筆者 ら の 行程 中 , コタ キナ バル (Kotakinabaru)・ タ 7 
ジョ アル (Tanjongaru)・ カ パパ ヤン (Kapayan)・ ブ ッ フ ォ ー ト (Beaufort) - * 7 ¥— (Pangi) * 2 4 a — (Rayoh) 
(以上 は 鉄道 沿線 )・ タ ン パ ルリ (Tamparuli)・ ヘ ッ ド クォータ (Headquarters). (以上 は キナ バル 山 迎 山腹 )・ 
モ ョ グー ババ ゴン (Moyog<Babagon) で は まっ た く 見 られ な か っ た と と か ら , 発生 地 は や や 局 限 され る 傾向 が う 
か が われ る . 

部 落 の 内 外 , 田園 , 林 織 な ど 人 為 的 色彩 の 濃い 陽光 地 に の み 姿 を 現 わ し , いわ ゆる オー プン ラン ド の チョ ウ の よ 
う で ある . 常に 他 の Calopsilia (crocale Gramer, pomona Fabricius お よび pyranthe Linnaeus)* と 混 飛 し , 習性 も 
同様 で ある が , 飛翔 中 は 黄 公 部 が 目立っ て 美しい . 主として 地上 高 1<3 m 7E ES ICTROM TR tE oO 
ず , また 人 影 を さけ て 飛ぶ が (人 に 近づく と 数 m 先 で 方 向 転換 し て し まう ), 時 折 種 々 の 草花 を 訪れ る . と くに 
白 ・ 次 ・ 樽 黄花 に 多く 集まり , IKER, 休止 時 に は 常に 直 ピ を 閉じ て いる . 他 に 数 頭 の ざ (いずれ も 新鮮 休 ) BAR 
の 軒下 の 地表 に 集団 を な し て 吸水 し て いる 光景 に も 2 度 出会っ た (1 月 2 日 午後 1 時 お よび 2 時, ラナ ウ ). 活動 
盛 期 は 午前 < 正午 で 午後 に も 見 られ る が , 3 時 を すぎ る と 急速 に 見 られ な く な っ て し まう . GEXRBHCVMU7£2» 






































* と れ ら の 3 種 は , 筆者 ら の 行程 中 ほぼ 全域 で 見 る と と が で きた が , sella は 上 記 の 地 以 外 で は 見 て いな い . 
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Figs. 1-3. Habitats of Catopsilia scylla (Linnaeus) in Sabah: (1) Ranau; (2) Poring; (3) Papar. 
Fig. 4. A pupal shed of Catopsilia sp. on a tall tree of Cassia sp. 


っ た . 
平地 , 山地 を と お し て @ と も に 絆 度 は さま ざま な 段階 の ゎぁ の が 見 られ , 発生 成 期 に 当る よう で あっ た . 


採 集 t 


採集 品 は 次 の と お り で ある . ⑨ ぐ は 新鮮 , @aij, Ou-counpca 5ccemuuv GOA e PE E 

彩 の 鮮度 で 判定 ), 採集 者 名 は , HO. ICE) K EID. T (UNO Xm. 

Papar, 20(9, 1O, 166, 1?O, 29. Xi. (H, K, T) ; Ranau, 69, 1 ざ 〇 , 3e, 120, 1920, 
2. I. (H, I, T); I&O, 1oQ, 4. I. (HO il の 6, IO, Io, 2290, 6. I. (I, T); Poring, 16 (9, 
12e, 590, 2? 08, 3. I. (H, K, 1);2905, 190,4. I. (I, T): 1e (9, 1gO, 1o 0, 390, 290, 
199, 5. I. (H, I, K, T). 


nit 


考察 と 今後 の 課題 
近 際 諸 地域 に お ける 本 種 の 地理 的 分 布 か ら 見 て も , 本 種 の よう な 大 形 美 れい 種 で 目立ち や すい チョ ウ が 最近 まで 
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Figs. 5-10. Catopsilia scylla (Linnaeus), Sabah: (5-6) 3; (7-10) 


ボル ネオ か ら 舞 記録 で も っ た と と は , むし ろ 不 思 議 で ある . ある い は 占い 記録 が 存在 する の か も し れ な い が , い ず 
れ に せよ て と の 遍 の 本 種 に つい て は あま り 注 目 さ れ て いな い . 

Catopsilia は 移住 性 の チョ ウ と し て 知ら れ , crocale, bomona. お よび pyranthe な ど は 日 本 で も 偶 産 記録 が 多い し, 
相 種 の 英名 the orange emigrant, the lemon migrant, the yellow migrant も その へ ん の と と ころ を 物語 っ て いる 
の か も し れ な い . し た が っ て , 不 種 が 比較 的 新しい 時 代 近 陸 諸島 か ら 移住 し て きた と いう と と も , あな が ち 考 え 
られ な いと と で は な い . し か し , 最近 の 開発 た と と も な っ て 急激 に 個体 数 を 増加 し た , と いう 見 方 も で きる . また , 
発生 期 の 関係 か らい まま で 採集 家 に 見 つか る 機会 が 少な か っ た と いう と と も 考え られ よう . いずれ に し て も , KM 
は オー プン ラン ド 性 の チョ ウ で , 開発 途上 に ある サバ 州 で は , 今後 と の チョ ウ の 上 生息 に 好 適 な 環境 は 拡大 され る 一 
方 で ある . 飛翔 圏 の 広い この チョ ウ に と っ て , その 産地 や 個体 数 は 増加 の 一 途 を た どる で あろ うと 推定 され る . ま 
た , 発生 量 の 季節 的 お よび 年 変動 が は げ し いと と も 他 の Catopsilia で 知ら れ て お り , 本 種 に も この よう な と と が あ 
る か も し れ な い . 

今後 の 課題 と し て は , 本 種 の ボル ネオ に お ける 生活 史 を 明らか (C に する と と お よび 年 間 の 発生 状況 を 知る と と が 重 
妥 で ある . ちな み に , 本 種 の 食 草 と し て は Cassia fistula ナン バン サイ カチ お よび C. cbtusifolia (Java, Tephrosia 
candida (Malay), C. glauca (Australia) な ど が 知ら れ て お り , 本 種 の 採集 地 パ パ , ラナ ウ お よび ポリ ン に は , v 
ずれ も Cassia sp. が 見 られ た の で , お そら く と れ が 食 草 の -- つ に な っ て いる も の と 思わ れる . 

BE solla は Java か ら i 記 載 さ れ た が , その 後 sidra (Soembawa), scylloides (Babber, ''animbar, Wetar, 
Timor), な ど ), asaema (Celebes), bangkeiana (Bangkei), moluccarum (Moluccas), elesia (Australia), praerubida 
(Luzon), gorgobhone (Cape Yorke Sydney), cornelia (Malay Peninsula) 7 EN} 22» 0 iliffiZ3 知ら れ て いる . 
また , と くに に お いて 政 期 尋 Cf. ascylla) C ilU (f. minacia) が ある 点 も 注目 され る . 筆者 ら が サバ 州 を 訪れ 
た 時 期 は 雨期 に 属す る が , ANCE Ai e ENO REE D E OETI, 同 地 の 林 種 に 本 節 弄 が 認め られ 
る か どう か は 今後 の 検討 を 要する 問題 で ちあ ちる. サバ 州 の も の が どの 市 種 に 属す る か , ある い は 別 車 種 と すべ きも の 
か どう か は , 近隣 諸 地 域 産 と の 形態 上 の 差 和 違 に じ つ い て 目下 研究 中 で ある 

フィ リピ ン の オナ シア ゲハ の よう に , サバ 人 州 産 の 本 種 が 近年 に な っ て 他 地 域 か ら 移 住 し て きた と いう と と も 考え 
られ な いと と で は な い の で (近年 本 種 の 数 が 増し て 急 に 目 に つき や すく な っ た よう (思わ れる ふし が ある ), そう 
いっ た 観点 か ら の 追 完 も あわ せ て 考慮 し た い . 今後 同 地 を 訪れ る 方 々 に , 普通 種 な が ら 木 種 に も 注目 し て ほし いと 
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願う し だ いで ある . また , ボル ネオ お よび 近隣 諸 地 域 。 東 南ア ジア (に お ける 本 種 の 資料 な ど お 持 ちの 方 は , 筆者 ら 
(に ど 教 示 い た だ けれ ば 幸甚 で ある . 
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Summary 


The Bornean Catopsilia scylla (Linnaeus) has hitherto been known from only two males, which were taken 
at Inanam, Sabah in August, 1968 (Morishita, 1970). During our short stay in Sabah, we could capture many 
males and females of this butterfly at Papar, Ranau and Poring on December 26th 1972 to January 10th 1973. 
Some ecological notes on C. scylla in Sabah (e.g., abundance, habitat, adult behavior) are given in this paper. 
We are interested especially in that this species seems to be rapidly increasing in population, considered together 
with the question of adult migration. "The problems of the subspecific status and the seasonal form of C. seylla in 
Sabah are still under consideration. 
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